
「超短期留学プログラムの意義と成果の検証」 
 

〜全学留学プログラムGlobal Fieldwork Project参加学生からみえた傾向～ 

「超短期留学プログラムの意義と成果の検証」 
 

〜全学留学プログラムGlobal Fieldwork Project参加学生からみえた傾向～ 

立命館大学 教授・国際部副部長 山中 司 
 

(株)ベネッセアイキャリア 教育事業本部 小田桐 一弘 



 

留学プログラムについて 
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立命館大学のグローバル化政策と留学プログラムの位置付け 3 

スーパーグローバル大学創成支援(SGU)において、立命館大学は「グロー

バル・アジア・コミュニティに貢献する多文化協働人材の育成」を事業目標

として位置づけ、2023年度には年間 3,200名の海外派遣を実現するこ

とをめざしている。 

 

立命館大学国際部・国際教育推進機構は、国際教育センター会議のも

と 2018年9月に「留学効果検証ワーキング」を設置。 
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4 立命館大学の海外留学プログラム 
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参加者数推移 5 
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日本人学生派遣数 6 
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新規超短期留学プログラム(Global Fieldwork Project: GFP)の開発の経緯 7 

• SGU政策における「送り出し目標」の設定 → 派遣学生数を2倍に 

• 「グローバル」についての議論の不足 (グローバル ≠ English) 

• 「寝た子を起こす」政策の必要性 (「留学に行きたい学生は既に行っている」) 

i. 2017年度海外派遣学生数は約1,800名 ← SGU目標 3,200名 

ii. 学生数の全体から見るとわずか1割程度 - 9割以上の学生がそのまま卒業 

 

• 新規留学科目「グローバル・フィールドワーク・プロジェクト」の立ち上げ 

i. 英語力不問、1週間の超短期、廉価＋奨学金あり、教員引率あり、バディあり 

ii. 想像を超える好反応 (初年度定員60名のところ145名の応募、最多は理工学部) 

iii. 反対教員の懸念を払拭 (高いモチベーションと取組の態度、英語での実施) 
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新規超短期留学プログラム(Global Fieldwork Project: GFP)の概要 8 



 

効果検証ついて 
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立命館大学における超短期留学プログラムに対する質保証(効果検証)の取り組み 10 

• R2020後半期重点政策推進予算(学部高度化)を用いた留学効果検証プロジェクト 

「立命館グローバルX（エックス）」プロジェクト: 超短期留学科目「グローバルフィールドワークプロジェクト」

の加速度的拡大と全学留学評価メソッドのモデル実装」(2018〜2020年度、事業経費7,480千円) 
 

• 超短期留学の効果に関する客観的評価・分析ツールとしてGPS-Academicを導入。 

理由: ①思考力・姿勢態度・経験・学生意識調査の４観点で多面的・多角的に測定・把握可能 

②フィージビリティ、③キャリアの視点、④(留学外の)学部教学との連動 
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Global Fieldwork Project可視化の目的 11 

・目的 
Global Fieldwork Project（短期留学）の価値を客観的に示す 
→エビデンスに基づいて次年度以降のプログラム改善に活かす 
→アセスメント結果から学生の気づき・振り返りを最大化し成長を促進 
 
・分析データ 
①GPS-Academic留学前受検データ  
②GPS-Academic留学後受検データ 
③留学後振り返りアンケート 
上記①、②、③を受検、回答した155名を分析 
※本留学プログラム参加者は165名 
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Global Fieldwork Projectの全体像 12 

事前講義 
（6月22日） 

留学 
（8月〜9月） 

事後講義 
（9月21日） 

語学力＋α 
行動する力 
考える力（思考力） 
やり抜く力など 

（事前講義前までに自宅受検） 
※結果は即時、閲覧可能 

目的・趣旨説明 
目標設定 
アセスメント結果説明 

（事後講義前までに自宅受検） 
※結果は即時、閲覧可能 

事後振り返り（言語化） 
帰国後の目標設定 
アセスメント結果説明 

言語化 

（事後振り返り） 

① 
事前・事後の 

定量的な 
測定・分析 

② 
定量＋定性の

分析 

レポート 
提出 

（1月） 

実践の振り返り 



 

GPS-Academicについて 
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GPS-Academicの測定領域 14 
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GPS-Academicの測定領域 15 

チ ームで問題を解決するために必要な思考力 ・態度 ・経験  選 択 肢  記 述 ・ 論 述  

思 考 力  

批判的思考力 
・情報を抽出し吟味する 

・論理的に組み立てて表現する★ 

45分 
30分 

★オプション 
協働的思考力 

・他者との共通点・違いを理解する 

・社会に参画し人と関わる★ 

創造的思考力 
・情報を関連づける 

・問題をみいだし解決策を生み出す★ 

態 度  

レジリエンス 
・感情の制御 

・立ち直りの速さ 

・状況に応じ冷静に対応する力 

10分 
リーダーシップ 

・自ら先頭に立って進める力 

・未知の物に挑戦する力 

・粘り強くやり抜く力 

コラボレーション 
・相手の立場に立とうとする姿勢 

・他者と関わろうとする積極性 

経 験  

自己管理 
・挑戦する経験 

・続ける経験 

・ストレスに対処する経験 

5分 対人関係 
・多様性を受容する経験 

・関係性を築く経験 

・議論する経験 

計画・実行 
・課題を設定する経験 

・解決策を立案する経験 

・実行・検証する経験 

ア ン ケ ー ト  学生意識調査 

・【新入生版】 大学納得度・志望度、 

教育力認識、大学観 など 

・【在校生版】 適応状況、大学納得度・

満足度、カリキュラム評価、退学検討、 

イメージ変化、授業役立ち度、など 

20分 

CBT（Computer Based Testing） 
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CBTのメリット 16 

Confidential 

１．実施負荷軽減→監督者・結果返却の負荷を軽減できます 
２．結果返却の早期化→結果が受検後すぐに確認ができることで、早期にアクションを起こせます 
３．音声・動画問題の出題→CBTによって実際の場面を想定した出題が可能 

最速 
3分 

16 
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GPS-Academicの測定領域【思考力】 17 

Confidential 
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思考力について 18 

批判的 
思考力 

「なぜ？」「本当？」から始める思考力 

「批判」とは，他人を批難することではなく，他人にも自分にもあるよい点・悪い点を論
理的に考えて，同じように指摘すること。必要な情報が何かを見極め，筋道の通った
考察・説明ができる力。 

協働的 
思考力 

「相手」と「自分」の理解から始める思考力 

世の中には，多様な文化や価値観が存在する。よりよい解決策を生み出すために，
相手を尊重し，共通点や違いを認め合いながら，自分の考えも伝えつつ，積極的に
他者と関わるための力。 

創造的 
思考力 

「ＡをＢにしてみると？」から始める思考力 

実社会や実生活で起こる問題は，必ずしもすぐに解決できるものばかりではない。別の
切り口からアプローチしたり，別の問題の解決方法を応用してアイデアを生み出したりし
て，解決する力。 
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出題観点の例 19 

Confidential 

19 
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批判的思考力の問題例 20 

批判的思考力：情報を解釈・分析・評価する  
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GPS-Academicの測定領域【姿勢態度】 21 

Confidential 

21 
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姿勢態度の出題形式 22 

Confidential 

「姿勢・態度」は、３つの選択肢から「最もよく当てはまるものと「最も当てはまらないもの」を 
１つずつ選ぶという設問形式をとっています。すべての設問に答えることで、姿勢・態度の各項目 
における前向きさの度合いを診断しています。 

22 
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GPS-Academicの測定領域【経験】 23 

Confidential 

23 
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経験の質問例 24 

Confidential 

24 
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学生意識調査 25 

Confidential 

25 
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学生意識調査 項目例 26 

Confidential 

26 
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結果レポート 27 

経験 

姿勢・態度 

思考力 

過去の経験の
振り返りが可能 

具体的な 
アドバイスあり 

姿勢・態度の 
バランスの確認
が可能 

問題解決に 
向かう前向きさ

を把握 

思考力の 
到達度の把握 

自己評価との
ギャップの確認
が可能 

具体的な 
アドバイスあり 

27 



 

分析結果について 

(1) 全体傾向 
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再掲）Global Fieldwork Projectの全体像 29 

事前講義 
（6月22日） 

留学 
（8月〜9月） 

事後講義 
（9月21日） 

語学力＋α 
行動する力 
考える力（思考力） 
やり抜く力など 

（事前講義前までに自宅受検） 
※結果は即時、閲覧可能 

目的・趣旨説明 
目標設定 
アセスメント結果説明 

（事後講義前までに自宅受検） 
※結果は即時、閲覧可能 

事後振り返り（言語化） 
帰国後の目標設定 
アセスメント結果説明 

言語化 

（事後振り返り） 

① 
事前・事後の 

定量的な 
測定・分析 

② 
定量＋定性の

分析 

レポート 
提出 

（1月） 

実践の振り返り 
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再掲）Global Fieldwork Projectの全体像 30 

事前講義 
（6月22日） 

留学 
（8月〜9月） 

事後講義 
（9月21日） 

語学力＋α 
行動する力 
考える力（思考力） 
やり抜く力など 

（事前講義前までに自宅受検） 
※結果は即時、閲覧可能 

目的・趣旨説明 
目標設定 
アセスメント結果説明 

（事後講義前までに自宅受検） 
※結果は即時、閲覧可能 

事後振り返り（言語化） 
帰国後の目標設定 
アセスメント結果説明 

言語化 

（事後振り返り） 

① 
事前・事後の 

定量的な 
測定・分析 

レポート 
提出 

（1月） 

実践の振り返り 
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基本データ 31 

学年 人数 

1年 72人 

2年 50人 

3年 26人 

4年 7人 

合計 155人 

学部 人数 

産業社会学部 16人 

国際関係学部 7人 

文学部 12人 

経済学部 15人 

スポーツ健康科学部 4人 

食マネジメント学部 13人 

理工学部 13人 

情報理工学部 5人 

生命科学部 25人 

経営学部 14人 

政策科学部 25人 

総合心理学部 6人 

合計 155人 
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思考力・姿勢態度・経験 平均スコア 32 

  

GPSスコア（参加者平均） 

Before After Af－Bf 

思考力総合 46.8 48.2 1.40 

批判的思考力 45.3 46.6 1.22 

協働的思考力 46.0 48.4 2.39 

創造的思考力 47.9 49.1 1.14 

姿勢態度総合 50.0 50.5 0.50 

レジリエンス 50.2 51.4 1.23 

リーダーシップ 50.1 50.3 0.23 

コラボレーション 49.9 49.9 0.03 

経験総合 57.2 61.9 4.70 

自己管理 56.8 60.7 3.84 

対人関係 59.2 64.5 5.37 

計画実行 55.7 60.5 4.71 



 

分析結果について 

(1) 全体傾向 – 1.思考力 



Confidential 

GPS思考力総合 - 推移 

縦：人数 

横：思考力スコア 

（n=155） 

（P=0.04） 

事後 

事前 

34 



Confidential 

GPS思考力スコア × 学生の英語力 35 

A1(n=5) ▲3.87 

A2 

B1 

B2（n=10） 
+3.75 

不明(n=11) ▲5.33 

この項目に未回答(n=10) ▲2.91 

（n=67） 
  +3.45 

（n=52）  
+1.09 

事前 

事後 

縦： 思考力スコア 

横： 思考力スコア 

CEFRは学生の 

自己申告 

（n=155） 
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GPS思考力スコア×事前）大学生活で 力を入れてきたこと１位 36 

アルバイト 

教養 
(n=10) 
▲2.45 

クラブ活動・サークル 

資格勉強 

語学 
（n=16) 
+4.34 

事前 

事後 （n=11） 
  +3.09 

（n=9） 
  ▲3.32 

（n=17） 
  ▲3.27 縦： 思考力スコア 

横： 思考力スコア 

 

（n=155） 

その他 
(n=4) 
+3.48 
人との交流 
（n=25) 
+2.06 

留学準備 
（n=10) 
+4.92 

専門勉強 
（n=36 ) 
+2.01 

卒業研究 
（n=3) 
+5.21 
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GPS思考力スコア×参加コース 37 

Cコース 

Eコース 

Dコース 

空白 

Aコース 

事前 

事後 Bコース （n=26） 
 ＋1.44 （n=32） 

  +1.99 

（n=35） 
  ▲0.08 

（n=28） 
  +1.87 

（n=22） 
  +2.96 

（n=12） 
 ▲0.28 

縦： 思考力スコア 

横： 思考力スコア 

 

（n=155） 
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GPS思考力スコア×授業中、グループワークやディスカッションに積極的に参加する_学びへの取り組み 38 

ほとんどしなかった 

ときどきした 

まったくしなかった よくした 

事前 

事後 
（n=3） 
  +6.49 

（n=54） 
  +3.82 

（n=83） 
  +0.81 

（n=13） 
  ▲4.82 縦： 思考力スコア 

横： 思考力スコア 

 

（n=155） 



 

分析結果について 

(1) 全体傾向 – 2.姿勢態度 
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GPS姿勢態度総合 - 推移 

縦：人数 

横：姿勢態度スコア 

（n=155） 

（P=0.18） 

事後 

事前 

40 
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GPS姿勢態度スコア × 留学の成果は期待通りでしたか 41 

期待通りだった 
(n=41) 
 +0.05 

A2 

B1 

期待は大きく 
上回るものだった
（n=42） 
+4.44 

期待を下回るものだった 
(n=6) 
 ▲1.08 

期待を上回るものだった 
(n=55)  
▲0.8 

事前 

事後 

空白 
(n=11)  
▲1.05 

縦： 姿勢態度スコア 

横： 姿勢態度スコア 

 

（n=155） 
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GPS姿勢態度スコア × 参加コース 42 

A2 

B1 

Aコース 
（n=26） 
+2.51 

空白 
(n=12)  
▲1.77 

Eコース 
(n=22)  
▲0.52 

Bコース
（n=32） 
  +1.29 

Dコース 
（n=28）  
+0.38 

事前 

事後 

Cコース 
（n=35） 
+1.19 

縦： 姿勢態度スコア 

横： 姿勢態度スコア 

 

（n=155） 
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GPS姿勢態度スコア × 留学で得たこと、成長できたことを振り返る状態を作れているか 43 

全く不十分 
(n=2) 
 ▲0.05 

A2 

B1 

できている
（n=75） 
+0.13 

不十分 
(n=14) 
 ▲2.38 

十分できている 
（n=54） 
  +3.02 空白 

（n=10）  
▲1.24 

事前 

事後 

縦： 姿勢態度スコア 

横： 姿勢態度スコア 

 

（n=155） 
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GPS姿勢態度スコア × 学びへの意欲 普段から自分なりの意見や視点を持とうとしている 44 

A2 

B1 

非常にあてはまる
（n=70） 
+2.69 

ややあてはまる 
（n=61） 
＋0.38 

まったくあてはまらない 
（n=1）  
▲6.84 

事前 

事後 

あまりあてはまらない 
（n=23） 
  ▲3.39 

縦： 姿勢態度スコア 

横： 姿勢態度スコア 

 

（n=155） 
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GPS姿勢態度スコア × 正解のない課題であっても前向きに取り組もうとする 45 

あまりあてはまらない 
(n=26)  
▲3.51 

A2 

ややあてはまる 
（n=84） 
+0.98 

まったくあてはまらない
(n=4)  
▲1.62 

非常に当てはまる
（n=41） 
  +3.47 

事前 

事後 

縦： 姿勢態度スコア 

横： 姿勢態度スコア 

 

（n=155） 



 

分析結果について 

(1) 全体傾向 – 3.経験(自己評価) 
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GPS経験総合 - 推移 

縦：人数 

横：経験スコア 

（n=155） 

（P=0.000004） 

事後 

事前 

47 
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GPS経験スコア × 留学の成果は期待通りか 48 

A2 

B1 

期待を上回るもの
だった 
（n=55） 
+4.09 

期待を下回るものだった 
(n=6) ▲0 

期待を大きく上回
るものだった 
（n=42） 
  +8.2 

期待通りだった 
（n=41）  
+3.1 

事前 

事後 

縦： 経験スコア 

横： 経験スコア 

 

（n=155） 

空白 
（n=11） 
+1.57 
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GPS経験スコア × 参加コース 49 

Eコース 
(n=22)  
+2.95 

A2 

B1 

Cコース 
（n=35） 
+5.8 

Dコース 
(n=28)  
+5.55 

Bコース
（n=32） 
  +4.64 

事前 

事後 

縦： 経験スコア 

横： 経験スコア 

 

（n=155） 

空白 
(n=12） 
+3.0 

Aコース 
(n=26） 
+4.3 
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GPS経験スコア × 留学で得たこと、成長できたことを振り返る状態を作れていますか 50 

A2 

B1 

 空白 
（n=10） 
 +1.67 

不十分 
(n=14)  
▲3.65 

できている 
(n=75)  
+5.66 

十分できている 
（n=54） 
  +6.03 

事前 

事後 

縦： 経験スコア 

横： 経験スコア 

 

（n=155） 



 

分析結果について 

(2) 定量＋定性 分析  
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再掲）Global Fieldwork Projectの全体像 52 

事前講義 
（6月22日） 

留学 
（8月～9月） 

事後講義 
（9月21日） 

語学力＋α 
行動する力 
考える力（思考力） 
やり抜く力など 

（事前講義前までに自宅受検） 
※結果は即時、閲覧可能 

目的・趣旨説明 
目標設定 
アセスメント結果説明 

（事後講義前までに自宅受検） 
※結果は即時、閲覧可能 

事後振り返り（言語化） 
帰国後の目標設定 
アセスメント結果説明 

言語化 

（事後振り返り） 

② 
定量＋定性の

分析 

レポート 
提出 

（1月） 

実践の振り返り 



Confidential 

dodaキャンパスの活用 53 

企業 

オファー 登録・入力 

学生生活の４年間をポートフォリオ上に入力 
□自己PR 
□経験（留学経験・授業・アルバイト等） 
□留学経験の有無 
□語学力 
□資格 
□GPS-A結果（思考力・姿勢態度） 
□希望業界・職種・勤務地など 

企業の人材要件に合致する人材にオファー 
□自己PR・経験 
□学部・学科 
□留学経験 
□語学力 
□思考力 
□姿勢態度（リーダーシップ等） 
□資格 
□希望業界・職種・勤務地等 

逆求人型ポートフォリオサービス 
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Ｑ．留学経験がある学生への質問 
「就職活動を控え、不安に感じることがあれば記載してください。」 

以下フリーコメントを記載 

・留学についてどのくらいアピールするべきかわからない。 
・留学で学んだことを上手く伝えられるかどうか。 
・留学経験をどう就活にいかせるか。 
・今の時代、留学なんてみんなしてるからなんの主張にもならない。 
・正直、自分の留学経験がなんで就職活動につながるのか分からない。 
・留学経験者が多い中、どう他者と差別化をはかるか。 
・本当に多くの経験をしたのに上手く留学経験をPRできない。 
・最近海外留学した就活生が多く、差別化できるのかが不安。 

留学成果をキャリア・就職活動いかしきれていない 
 

「言語化」「相対化」「言語+α」に課題がある 

＊留学成果を活かしたワークショップ参加学生10校200名へのアンケート結果の抜粋 

留学経験とキャリア・就職活動の接続の重要性 54 
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レベル１：語学力向上のみ言及（留学成果＝語学力） 
 
レベル２：異文化コミュニケーション（BBQの写真アップが多い） 
 
レベル３：留学先での主体的な活動（日本フェスティバル開催等） 
 
レベル４：留学で得た経験を転用している（留学帰国後の活動） 

オファー数の多い留学経験者のテキストレベル（dodaキャンパス調べ） 55 
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事後の振り返りアンケートの分析について 56 

・出発前に設定した目標は達成できましたか？ 
 
・自身で検証（分析）した、達成できた（でき
なかった）要因は何ですか？ 
 
・GFP現地研修を終えた今、次は何を目指そう
と思いますか？ 
 
・1年後の目標達成に向け、自ら設定した行動目
標は何ですか？ 
 
・フィールドワークを通じて一番印象に残って
いること（気づき、発見、得たこと、学んだこ
と）は何ですか？ 
 
・これまでのＧＦＰ研修を通じて「自身が成長
できた」と感じている点を簡潔にご記入くださ
い。 
 
・今回のGFP研修を通じ、今後グローバル化す
る社会で自身が活躍するために必要なチカラは
何だと思いますか。 

アンケート例 

155名×10設問の 
テキストデータ分析 

GPS-Academic測定領域 

批判的思考力 例）根拠を示す 

協働的思考力 例）他者との共
通点を理解する 

創造的思考力 例）課題から解
決策を考える 

レジリエンス 例）冷静に対応
する 

リーダーシップ 例）自ら企画を
提示する 

コラボレーション 例）相手の立場
に立って考える 

自己管理 例）積極的に
チャレンジした 

対人関係 例）グループ内
で議論した 

計画実行 例）計画的に準
備した 

意味解析分析 
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GPS思考力・姿勢態度・経験 平均スコア 57 

  

GPSスコア（参加者平均） 意味解析分析 

Before After Af－Bf 
関連ワード 
登場回数 

思考力総合 46.8 48.2 1.40 ― 

批判的思考力 45.3 46.6 1.22 55 

協働的思考力 46.0 48.4 2.39 74 

創造的思考力 47.9 49.1 1.14 36 

姿勢態度総合 50.0 50.5 0.50 ― 

レジリエンス 50.2 51.4 1.23 18 

リーダーシップ 50.1 50.3 0.23 126 

コラボレーション 49.9 49.9 0.03 131 

経験総合 57.2 61.9 4.70 ― 

自己管理 56.8 60.7 3.84 140 

対人関係 59.2 64.5 5.37 400 

計画実行 55.7 60.5 4.71 170 

英語 ― ― ― 272 
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GPSスコア×意味解析分析 58 

-2

-1

0

1

2

3

4

5

0 50 100 150 200 250 300 350 400
（関連ワード登場回数） 

（伸びスコア） 

創造的 
思考力 

批判的
思考力 

レジリ 
エンス 

協働的 
思考力 

自己 
管理 

コラボ 
レーション 

リーダー
シップ 

計画 
実行 

対人 
関係 

GPSスコアの伸びと意味解析分析の各項目の関連ワード登場回数 
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GPSスコア×意味解析分析 概念図  （Global Fieldwork Projectの場合） 59 

回数（大） 回数（小） 

伸び（大） 

伸び（小） 

経験 
自己管理 
対人関係 
計画実行 

リーダーシップ 
コラボレーション 

レジリエ
ンス 

思考力 

自己認識しにくい 自己認識しやすい 

自分の能力を言語化で
きていないのでリフレクショ
ンの仕方・発問を変える 

認知しているけど行動まで変える
ことができていない 

目標設定→実行→振り返りのサ
イクルを日常的に意識させる 

（中） 
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分析からみえてきたこと 60 

■思考力 
―英語力が高いほど思考力スコアの伸びが大きい 
―留学準備・語学・日々の学び（卒業研究・資格）に力を入れていた学生の思考力スコアの伸びが大きい 
―グループワークやディスカッションに積極的に参加する学生の思考力スコアが高い 
＝ 「留学前のレディネス」 →「最低限の英語力」＋「フィールドワークでの積極性」 
 
■姿勢態度・経験 
―留学の成果を強く感じている学生ほど、姿勢態度・経験スコアの伸びが大きい 
―留学の振り返りができている学生ほど、姿勢態度・経験スコアの伸びが大きい 
―学びへの主体性・意欲を有している学生ほど、姿勢態度スコアの伸びが大きい 
＝ 「留学後のリフレクション」 →「自己肯定感」＋「主体的な意欲・マインド」 
 
■GPS×定性データ 
―経験 関連ワード登場回数（大）×スコア伸び（大） 
―リーダーシップ・コラボレーション 関連ワード登場回数（中）×スコア伸び（小） 
―思考力・レジリエンス 関連ワード登場回数（小）×スコア伸び（中） 
→留学効果を最大化するために「能力伸長×学生の気づき」に応じたリフレクションの仕方や施策が重要 
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1. より学生にとって意義のある留学プログラムのための不断の努力 
  (競争力のある留学プログラムへの改善[気づきの獲得]、 
   大学IR／プログラム評価の視点) 
 
2. キャリアとの接続 
    (企業との協働、社会に期待される力との接点) 
 
3. 学生にとって少しでも真に「役立つ」留学プログラムへ 

まとめ 留学成果の可視化の意義と今後の展望 61 


